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家
/?/=.t:-~族
父宮、

通三ず
5安当
者;三

暖
か
い
日
差
し
に
誘
わ
れ
て
、
付
と
な
く
外
出

し
た
い
気
分
に
な
っ
て
し
ま
う
|
|
春
は
そ
ん
な

季
節
、
で
す
。

ま
た
、
新
学
期
を
年
え
て
、
ど
の
ご
家
庭
で
も

希
笠
に
胸
ふ
く
ら
む
季
節
で
す
ね
。

で
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
交
返
事
故
で

す
。
狭
い
日
本
に
は
、
人
や
車
が
あ
ふ
れ
で
い
ま

す。
な
か
で
も
二
輪
車
の
事
故
、
歩
行
中
や
自
転
車

乗
車
中
の
子
ど
も
と
お
年
寄
り
の
事
故
が
目
立
っ

て
増
、
え
て
い
ま
す
。

五
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
は
、
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
|
|
。
本
県
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は、

「
甲
斐
路
で
示
そ
う
交
通
マ
ナ

l
、
ル

l
ル

違
え
は
み
ん
な
で
監
孔
。
」

歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も
暖
か
い
陽
気
に
気
を

緩
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
み
ん
な
で
交
通
安
全
を

確
認
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。



昭和 62年 5月 1日発行(2 ) 

会信玄公祭り令

わ-つ

勇壮な戦国絵巻を再現

よし報広

甲
州
軍
団
四
番
隊
で
出
陣

j
u
j
u
『
土
屋
右
衛
門
尉
昌
次
』
隊

桜
花
繍
漫
の
四
月
四
日
、

J

か
つ
て
甲
斐
の
国
に
武
田
信
玄
あ
り

-
と
全
国
に
名
声
を
風
び
し
た
戦
国
の
名
将
武
田
信
玄
公
の
武
一
勇
を

忍
ぶ
、
信
玄
公
祭
り
が
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
0
4

秘

全
国
屈
指
の
祭
り
の
期
待
と
ふ
る
さ
と
“
つ
く
り
を
は
か
ろ
う
と
ぺ

舗始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
迎
え
て
十
七
回
目
。

舞
鶴
城
公
園
に
集
結
し

た
二
十
四
将
か
ら
な
る
軍

団
は
総
勢
て
三

O
O人

に
も
の
ぼ
り
、
薄
暮
か
ら

夜
間
に
か
け
て
-
か
が
り

火
」
の
燃
え
さ
か
る
甲
府

駅
前
平
和
通
り
を
中
心
に
、

な人九角陣隊
戦か名野
国らの幹大土
絵の消男将屋
巻見防消に右
を物団防保 衛
再客員団坂 門 企泉町長を囲み、大将の保坂収入役、副将の角野消防団長

現がが長弥尉 ら消防団員 38名の「昭和町軍団」、出陣前の記念撮影

し見出を収昌 (総合会館前で)
ま守障は入訳
しるしじ役隊さ陣会か午 げ巻 一 音貝ド姿たに鉄め騎
た中、め、とれ儀館ら前本まを 大 と 、 し で 戦 身 砲 、 馬
。 、二 、副し、式前町十町し繰戦と太、パ国を、槍を
見十 三将て四がで総 ー でたり国も鼓ホレ武田甲、は
事万十に出番催出合時も 。広絵にのラ l 者め胃万じ

ι

『

診
A
T

・
F

劃

一

a斗
，

刻

一

日
目

F

m

釜
無
工
業
団
地
は
、
旧

尉

一

山

玉
幡
飛
行
場
の
跡
地
に
、

同
『
J

M

盟

町
一

心

首
都
県
整
備
法
に
基
づ
き
、

浩

一

一

総
面
積
六
五
九
、

O
二一

む
一

ん

平
方
以
の
本
県
の
基
幹
工

明

業
団
地
と
し
て
、
国
母
工

る

ん
司

す

一

円

業
団
地
に
次
ぐ
本
町
二
番

軍

一

人

目
の
工
業
団
地
で
あ
り
、

進

一
v

と
ん

ル

四
六
年
か
ら
県
土
地
開
発

針

…

…

公
社
や
町
、
地
権
者
と
協

企

ん

句

議
を
進
め
、

各
関
係
機
関

の
ご
努
力
に
よ
り
、
五
七

戦

国

の

ロ

シ

再

現

ぺ

本
町
は
、
釜
無
工
業
団
地
公
園
運
動
す
べ
て
企
業
日
1

時
刊
行
滑
川

祭
り
ム

l
ド

は

京

高

一
場
管
理
棟
の
隣
花
、
釜
無
工
業
団
地
の
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
公
園
を
整
備
し
て
、

j

っ

一

完

成

を

記

念

し

て

、

三

月

二

十

七

日

、

完

成

し

ま

し

た
乙

一
「
釜
無
工
業
団
地
完
成
記
念
碑
」
を
建
立
除
幕
式
で
は
、
神
事
の
後
、
泉
町
長
、

一
し
、
泉
町
長
、
牧
野
議
長
、
地
権
者
、
牧
野
議
長
に
よ
り
除
幕
が
行
わ
れ
、
泉

初
二
入
居
企
業
者
な
ど
関
係
者
一

O
O人
ほ
町
長
の
あ
い
さ
つ
と
地
権
者
を
代
表
し

を

J

ど
が
出
席
し
て
盛
大
に
除
幕
式
が
行
わ
て
坂
本
馨
氏
が
「
先
人
の
苦
労
を
知
る

V
E
-
-
-
J
a
 

一
む
ソ

一
れ

ま

し

た

。

意

味

で

も

碑

の

建

立

は

重

要

。
今
後
も

喝
除

…

碑
は
、
縦
一

M
八
五
両
ン、
良
二

M
四
町
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
て
い
乙
う
」

日
出
一
五
号
、
厚
さ
三
O
刊
ン
の
山
崎
自
然
石
で
、
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
記
念
碑
の
完

も
ざ
…
建
立
費
三
九

O
万
円
で
完
成
し
ま
し
た
。
成
を
祝
い
ま
し
た
o

i
円
ん
にはほぼ沼片雪竺置---------'----------四----------------
“企
比
比
比
三
は
ほ
ぼ
崎
将
ロ
ー
「
|

音

一
一

た

3

生

日

日

の

F

一

二

u

e
，M
-

日

1

出

鼓

F

一

E
E
F

太

一
一

に

お

ぼ

細

川

間

切

ら

民

一

一=

貝

折

口

芯

地

9

年

年

間

一露

目

命

所

眼

目

同

期

的

ω

侃

住

生

任

ι

精

一

興

組

酬

何

酬

酬

酬

ーミア

あいさつを述企記念碑の完成を祝い、

べる泉町長一一
(釜無工業団地管理棟前で)

氏夫哲石輿
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第
七
回
町
内

四
月
五
日
、
町
体
育
協

会
主
催
の
第
七
回
町
内

一

周
駅
伝
大
会
は
、
押
原
中

学
校
々
庭
を
十
時
に
ス
タ

ー
ト
、
十

一
区
間
二
七
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て

快
晴
の
中
、
各
地
区
十
一

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

沿
道
や
各
中
継
点
に
は
、

乙
の
レ
l
ス
を
ひ
と
目
見

ょ
う
と
い
う
人
達
で
埋
ま

り
、
通
過
選
手
一
人
一
人

に
盛
ん
な
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

選
手
達
は
、
抜
き
つ
抜

周
駅
伝
大
会

か
れ
つ
の
好
レ

l
ス
を
展
開
。
最
終
。コ

ー
ル
ま
で
も
つ
れ
、
優
勝
は
み
ご
と
築

地
新
居
チ
ー
ム
が
六
年
連
続
の
栄
冠
に

輝
き
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

⑨

優

勝

築

地

新

居

チ

l
ム

(
時
間

1
時
間
位
分
辺
秒
)

準

優

勝

西

条

一

区

チ

l

ム

三

位

河

東

中
島
チ
l
ム

四

位

押

越

チ

l

ム

五

位

河

西

チ

l

ム

六

位

西

条

二

区

チ

l

ム

七

位

飯

喰

チ

ー

ム

八

位

紙

漉

阿

原

チ

ー

ム

九

位

西

条

新

田

チ

i
ム

十

位

上

河

東

チ

ー

ム

十

一
位

清

水

新

居

チ

l
ム

企(新水新居チーム」熱い声援の中、鈴木選手から

第 3区のチビっ子、吉田選手ヘバトンタッチ……

第第第第第第第第第第第 一女

士十九八七六五四三二一島区

区区 区 区 区 区 区 区 区 区 区 名間

川山雨倉角後中鈴坂山丹氏E
口下宮科‘野藤込木本田沢 .......， 

義聖 新祐 裕美美秀隆名芸
行 光稔二子勉之香香才 一

企優勝一「築地新居チーム」。横内選手、

1分 9秒差で余裕のゴールイン

(
敬
称
略
)

所

属

紙
漉
阿
原

押

越
西
条

一
区

築
地
新
居

西
条

一
区

上

河

東

西
条

一
区

築
地
新
居

河
東
中
島

築
地
新
居

西
条
二
区

古

区

間

新

記

録

者

す(
敬
称
略
)

9
分
7
秒

山

田

秀

才

7
分

回

秒

角

野

祐

子

第

二

区

第

七

区

2 {:立に

国
体
昭
和
町
実
行
委
員
会
は
、
三
月

二
四
日
、
役
場
大
会
議
室
で
第
四
回
総

会
を
聞
き
、
昭
和
六
一
年
度
の
事
業
経

過
報
告
、
収
支
決
算
報
告
が
了
承
さ
れ
、

同
委
員
会
は
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

町
内
の
各
種
団
体
、
事
業
所
、
議
会
、

町
職
員
の
代
表
ら

一
七
三
人
が
出
席
し
、

ま
ず
、
泉
町
長
が
「
町
民
皆
様
の
絶
大

な
ど
尽
力
に
よ
り
大
成
功
裏
に

終
了
す
る
乙
と
が
で
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
、
続
い
て
、
黒
田
教
育

次
長
が
大
会
の
概
要
を
報
告
し

ま小
1
レ
ゃ
ん
。

乙
の
後
、
国
体
の
記
録
と
併

せ
、
現
在
の
町
の
姿
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
国
体
記
念
映
画

「
ふ
れ
あ
い
の
輪
、
明
日
へ
の

力
」
を
上
映
し
、
花

c

つ
く
り
に
取
り
組

む
様
子
や
矩
火
リ
レ

l
、
競
技
な
ど
の

思
い
出
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

な
お
、
教
育
委
員
会
で
は
、
町
民
の

方
々
の
要
望
に
応
じ
て
、
乙
の
国
体
記

念
映
画
の
貸
し
出
し
用
十
六
ミ
リ
ビ
デ

オ
を
用
意
し
て
お
り
、
町
の

P
R
用
に

活
用
す
る
方
針
で
す
。

「ふれあ

昭和町」

企かいじ国体記録映画、

いの輪、明日への力、

を上映/
(役場大会議室、解散式で)

町
の
行
政
相
談
員
と
し
て
活
躍
し
ま
す

有泉7孝夫氏

(河求中島)

コ
行
政
相
談
」
制
度
は
役
所
の
仕
事

に
対
す
る
苦
情
や
要
望
を
お
聞
き
し
て

そ
の
解
決
を
図
る
制
度
で
す
。
例
え
ば
、

役
所
、
公
団
、
公
社
の
行
っ
て
い
る
仕

事
に
つ
い
て
処
理
が
間
違

{
て
い
る
、

処
理
が
遅
く
て
困
る
、
不
親
切
だ
、
乙

う
し
て
欲
し
い
、
手
続
き
が
わ
か
ら
な

い
等
、
乙
ん
な
事
柄
、
何
で
も
結
構
で

す
。
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
秘
密
は

必
ず
守
り
ま
す
。

⑨
日
時
毎
月
第
一
・
第
三
水
曜
日

午
後
一
時

i
四
時

⑨
場
所
町
中
央
公
民
館
二
階
相
談
室

ま
た
、
相
談
員
の
私
宅
で
も
、
電
話

で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
u

V
相
談
員
有
泉
淳
夫
氏
(
河
東
中
島

ニ
O
五
三
番
地
、
電
話
万
二
一
三
三
)
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区

長

区

長

代

理

常
設
委
員
の
選
任
及
び
変
更

つ

押

• 

四
月

一
日
付
で
、
各
地
区
に
お
い
て

区
長
・
区
長
代
理
・
常
設
委
員
が
次
の

と
お
り
選
任
及
び
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

わし報広

西
条
二
区

区

長

区
長
代
理

// 

よ

土
木
委
員

衛
生
委
員

西
条
新
田

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

越
区

長
区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

河
東
中
島

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

紙
漉
阿
原

区

長

区
長
代
理

高

野

広

林

坂
本

一菊
雄

深

沢

慶

蔵

長

田

弘

道

名

執

益

夫

塩
沢
美
智
雄

杉雨鮎小塩
浦宮川倉田

昭庄健光
精二司伯昭

有深梶大横
賀沢原勝沢

平忠貞
平助美忠幸

志雨 須 有
村宮 田 泉

淳
夫

正
夫

範
雄

正
次

加泉秋
藤 山

貞昌久
広夫幸

飯

土
木
委
員

衛
生
委
員

喰
区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

西
区

長

区
長
代
理

河

土
木
委
員

衛
生
委
員

上

河

東区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

上
河
東
ニ
区

区

長

区
長
代
理

土
木
委
員

衛
生
委
員

田清
中水

幸
広

博
愛

小名磯山
沢執部本

昭宣
馨男巌誉

薬野五萩功
袋沢昧原万

賢寛 栄
治巳昭孝幸

伊保岩井
藤坂村上

美通
義正通武

早
川
美
都
雄

小

松

文

夫

岩

波

輝

明

金

光

紘

佑

沼

上

順

治

角
野
幹
男
(
西
条

一
区
)

堀

之

内

法

政

(

河

西
)

石
原
六
夫
(
清
水
新
居
)

野
中
敏
美
(
築
地
新
居
)

O
団

長

O
副
団
長

O
機

長

企角野消防団長から辞令交付を受ける消防団員

(役場大会議室で)

評
価
補
助
員
は
、
固
定
資
産
の
評
価

に
関
す
る
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者

の
中
か
ら
町
長
の
選
任
す
る
も
の
で
、

固
定
資
産
評
価
の
職
務
を
補
助
す
る
大

事
な
役
割
で
す
。
乙
れ
か
ら
の
三
年
間

公
平
な
評
価
を
お
願
い
致
し
ま
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
も
新
補
助
員
に
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
新
評
価
補
助
員
は
、

次

の

方

々

で

す

。

(

敬

称

略

)

O
名
執

保

義

(

西

条

一
区
)
、
依
田

典
明
、
坂
本
菊
雄
(
西
条
二
区
ゾ

金
丸
安
長
(
清
水
新
居
)
、
塩
田

茂
次
(
西
条
新
田
)
、
清
水
森
重

(
押
越
)
、
山
本
安
雄
(
河
東
中

島
)
、
神
宮
寺
一
男
(
紙
漉
阿
原
)
、

金
丸
清
(
築
地
新
居
)
、
相
原

光
男
(
飯
喰
)
、
松
田
孝
弘
(
河

西
)
、
井
上
久
雄
(
上
河
東
)
、

町
で
は
、
四
月
一
日
付
で
職
員
の
人

事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。

(
)
内
は
旧
任

【
昇
任
・
配
置
換
え
】

住
民
課
長
(
企
画
調
整
室
主
査
係
長
)

堀

口

勉

議
会
事
務
局
長
(
建
設
課
主
査
係
長
)

内

藤

弘

厚
生
福
祉
課
主
幹
福
祉
係
長
(
教
育
委

員

会

主

査

係

長

)

長

田

そ

の

子

経
済
課
農
地
係
長
(
税
務
課
副
主
査
)

河

西

実

教
育
委
員
会
総
務
係
長
(
厚
生
福
祉
課

副

主

査

)

志

村

武

夫

建
設
課
管
理
係
長
(
住
民
課
副
主
査
)

田

中

邦

彦

都
市
開
発
課
主
任
技
師
(
経
済
課
技
師
)

内

藤

芳

男

【

昇

任

】

都
市
開
発
課
都
市
整
備
係
長
(
同
副
主

査

)

向

山

晃

経
済
課
産
業
係
長
(
同
副
主
査
)

海

野

豊

住
民
課
国
民
健
康
保
険
係
長
(
同
主
任
)

山

下

雪

江

企
画
調
整
室
主
任
(
同
主
事
)

佐

野

成

男

厚
生
福
祉
課
主
事
(
同
主
事
補
)

志

村

雅

透

教
育
委
員
会
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調
理

婦

(

同

調

理

婦

)

戸

田

巻

子

【
配
置
換
え
】

建
設
課
長
(
議
会
事
務
局
長
)

斉

藤

進

企
画
調
整
室
秘
書
係
長
(
兼
)
企
両
管
即

係
長
(
経
済
課
農
地
係
長
)
都
築
勝
人

厚
生
福
祉
課
主
事
(
出
納
主
主
事
)

渥

美

幸

久

企
画
調
整
室
運
転
技
術
員
(
押
原
中
学

校

用

務

員

)

態

王

欣

之

輔

教
育
委
員
会
給
食
セ
ン
タ
ー
用
務
員

(企

両
調
整
京
運
転
技
術
員
)
山

本

圭

三

押
原
中
学
校
用
務
員

(教
育
委
員
会
給

食
セ
ン
タ
ー
用
務
員
)
早
川
茂
富

【
新
採
用
】

企
画
調
整
室
主
事
補

総
務
課
主
事
補

小

宮

山

毅

塩

田

真

二

徳

江

真

美

五

味

隆

内

海

博

之

佐
久
間
紀
彦

永

井

敏

男

税
務
課
主
事
補

厚
生
福
祉
課
主
事
補

住
民
課
主
事
補

経
済
課
主
事
補

【
臨
時
採
用
】

住
民
課【

退

職

】

マ
鷹
野
誠
(
建
設
課
長
)
マ
五
味
和
幸

(
住
民
課
長
)
マ
山
田
昇
戸
住
民
課
係

長
)
マ
窪
田
和
雄
戸
住
民
課
係
長
)
マ

伊
藤
久
士
(
教
育
委
員
会
嘱
託
)

マ
諏

訪
初
美
(
押
原
中
臨
時
教
員
)

【

嘱

託

】

マ
住
民
課
窪
田
和
雄

マ
出
納
室

向
山
初
子

マ
押
原
小
臨
時
教
員
武

井
な
ぎ
さ
マ
押
原
中
臨
時
教
員
清

水
栄
子

マ
婦
人
交
通
指

導

員

樋

口

松

子

マ

同

指

導

員

植

松

一
美

マ

給
食
セ
ン
タ
ー
臨
時
調
理
婦
河
西
節

子
マ
総
合
会
館
用
務
員
野
田
善
一

マ
同
用
務
員
望
月
た
だ
子 田

中

武
彦
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• 
-
坪

農

園

を

開

園

• 教
育
委
員
会
で
は
、
三
月
二
九
日
、
上
河
東
宝
田
(
常
永
駅
南
)
地

内
の
井
上
武
さ
ん
所
有
の
農
地
を
お
借
り
し
て
一
坪
農
園
を
聞
き
ま
し

た
。陽

の
光
を
浴
び
な
が
ら
畑
を
耕
し
、
野
菜
な
ど
を
自
由
に
作
り
な
が

ら
、
収
穫
の
喜
び
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い

J
地
域
の
人
と
の
交
流
を
深
め
、

心
と
体
の
健
康
に
役
立
て
よ
う
と
聞
か
れ
た
こ
の
一
坪
農
園
に
は
、
ニ

二
組
の
親
子
六
十
人
が
集
ま
り
、
三
十
区
画
に
分
か
れ
た
一
坪
半
ほ
ど

の
農
地
に
、
ね
ぎ
や
じ
ゃ
が
芋
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
思
い
思
い
の
野
菜

を
植
え
ま
し
た
。

指
導
に
当
ら
れ
た
井
上
享
さ
ん
、
豊
川
富
士
江
さ
ん
か
ら
「
ク
ワ
の

使
い
方
、
肥
料
の
ま
き
方
、
種
苗
の
植
え
方
、
う
ね
の
切
り
方
」
な
ど

講
習
を
受
け
、
今
か
ら
収
穫
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
、
一
日
親
子
で
農

作
業
に
精
を
だ
し
て
い
ま
し
た
。

一
坪
農
園
に
参
加
し
て

企「収穫の喜び、親子のふれあい、

人々の交流の場」のー坪農園。

思い思いの野菜を植えました一一

す
、
ホ

l
レ
ン
ソ
ウ
、
と
う
も
ろ
乙
し
、

白
菜
な
ど
、
と
て
も
沢
山
の
野
菜
を
作

り
ま
し
た
。
種
を
蒔
き
、
水
を
や
り
、

草
取
り
を
し
、
そ
れ
が
収
穫
で
き
た
時

の
喜
び
は
何
と
も
一
一
百
え
ま
せ
ん
。
農
家

の
人
か
ら
見
た
ら
、
と
て
も
無
茶
な
作

り
方
を
し
て
い
ま
す
が
、
親
子
で
楽
し

み
な
が
ら
、
畑
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

上河東

水越静子さん

一
坪
農
園
を
借
り
て
、

3
年
目
。
じ

ゃ
が
い
も
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
な

清水新居

橋本健次さん

子
供
達
と
土
い
じ
り
で
も
し
よ
う
と

応
募
し
、
始
め
た
一
坪
農
園
も
今
年
で

三
年
自
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
作
り
方

も
知
ら
ず
、
種
を
蒔
い
て
も
芽
が
出
ず

失
敗
の
連
続
で
し
た
が
、
二
年
目
の
昨

年
は
、
一
坪
農
園
で
作
っ
た
野
菜
が
、

大
分
食
車
に
の
る
回
数
も
増
え
ま
し
た
。

自
然
と
接
触
す
る
機
会
の
少
な
い
私
達

家
族
に
と
っ
て
、
最
近
で
は
楽
し
み
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

坪
農
園
者

三
十
区
画
あ
る
一
坪
農
園
に
は
、
現

在
八
区
画
の
農
地
が
余
っ

τい
ま
す
の

で
、
ど
希
望
の
方
は
教
育
委
員
会
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

標

準

小

作

料

が

決

定

昭
和
町
農
業
委
員
会
(
塩
田
光
昭
会

長
)
は
、
二
月
二
十
日
、
標
準
小
作
料

協
議
会
を
聞
き
、
向
こ
う
三
年
間
の
標

準
小
作
料
を
決
め
、
三
月
二
十
七
日
に

公
示
し
、
前
回
の
設
定
額
と
同
額
で
据

え
置
き
ま
し
た
。

乙
れ
は
、
①
農
作
物
の
価
格
の
低
迷

く〉。
ο 

②
生
産
費
用
の
高
騰
な
ど
を
反
映
し
て

い
ま
す
。

小
作
料
の
標
準
額
は
、
田
の
部
(
水

稲
)
二
二
、

0
0
0円
(
水
稲
単
作
玄

米
四
五

O
Uを
基
礎
)
、
畑
の
部
(
普

通
畑
)
二

O
、

0
0
0円
(
茄
子
、
玉

ね
ぎ
作
付
時
を
基
礎
)
と
定
め
ま
し
た
。

ま
?
し
ょ
，
っ
。

山梨県の昭和61年中の

交通事故

安春
-σ〉
z 全

運里
3ζ 

動通

ふ?57主
長男E
3iE 
3誌:;
治労

長bft
j実
12毎J

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
五
月
十

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
に
わ

た
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
県
下
の
ス

ロ
ー
ガ

ン
は
「
甲

斐
路
で
示
そ
う
交
通
マ
ナ
l
、
ル
ー
ル
、

違
反
は
み
ん
な
で
監
視
」
で
す
。
ま
た

重
点
目
標
は
、
①
子
供
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
、
②
正
し
い
方
法
に
よ
る

シ

l
卜
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
の

徹
底
、
③
若
年
運
転
者
の
無
謀
運
転
の

追
放
、
④
飲
酒
運
転
の
絶
滅
1
1
0

交
通
事
故
の
な
い
住
み
よ
い
町
に
し

A学校も 3校あり、交通量

の多い本町で、 4月 1日

から婦人交通指導員とし

て活躍しています

'んさ

西

代

守
津
一

河

生

百
島

.

市
甲

昨
年
春
、
じ
ゃ
が
い
も
の
植
え
つ
け

か
ら
始
ま
り
、
き
ゅ
う
り
、
-
な
す
、
白

菜
な
ど
沢
山
の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
子
供
達
と
の
じ
ゃ
が
い
も

堀
は
、
大
変
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

「
乙
れ
、
家
の
じ
ゃ
が
い
も
よ
」
「
お
い

し
い
わ
ね
。
お
母
さ
ん
」
と
食
卓
で
の

会
話
。
乙
の
子
供
達
と
の
会
話
が
、
農

園
へ
の
参
加
を
一
層
嬉
し
く
楽
し
い
も

の
に
し
て
く
れ
ま
す
。一

町内交通事故発生件数

件 数 負 下正苦信宥 死 者

件 人 人

物損 3 1 

(+ 4) 1 2 。
人損 1 2 (-1 ) (士0)

(牛 3) 

内は、前月比

分=一月=3  
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。。
昭
和
町
子
育
て
映
画
会
を
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

'本
町
の
「
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
』
の
初
事
業
と
し
て
、

三
月
十
四
日
、
総
合
会
館
で
ム
ス
大
き
な
社
会
問
題
で
あ
る
〈
い

じ
め
〉
を
題
材
と
し
た
「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ

l
ド
」
の
映
画
会
が
盛

大
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は
、
昨
年

「
あ
た
た
か
い
母
の

心
で
育
て
よ
う
昭
和
の
子
ど
も
」
を
テ
ー
マ
に
子
ど
も
達
が
幸

せ
に
健
や
か
に
育
つ
ζ

と
を
願
い
、

二
十
四
名
の
お
母
さ
ん
方

の
協
力
で
発
足
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
泉
町
長
も
出
席
し
、
あ
い
さ
っ
さ
れ
、
二

一
二
人

の
小
・
中
学
生
と
お
母
さ
ん
達
の
姿
も
多
く
、
熱
心
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

上
映
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
参
加
者
全
員
で
い
じ
め
に

つ
い
て
考
え
、
「
実
際
に
い
じ
め
に
合
っ
た
事
が
な
い
の
で
見

て
て
怖
か
っ
た
」
「
ど
ん
な
に
小
さ
な
事
で
も
親
、
友
達
、
先

生
に
相
談
し
て
ほ
し
い

」
な
ど
の
中
学
生
や
親
の
意
見
が
出
さ

れ、

〈
い
じ
め
〉
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
乙
と
の
出
来
た
有

意
義
な
一
日
で
し
た
。

会
で
は
、
「
今
後
も
続
け
た
い
。
こ
う
し
た
機
会
を
で
き
る

だ
け
持
ち
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

企「子どものよい環境は

母親の温かい心を持ヮ

てつくろうJと竹中登

子会長のあいさつ一

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

老人夫学闘譜切叫η匂 ，き註-台;

歓
声
と
J拍白
手
喝
釆

EZ国
。。

歌ど

企地域の担い手として、老人の心と力を/

一一第 4回老人大学一一

-本
町
の
老
人
大
学

(井
口
伝

学
長
)
は
、

二
一
月
二
六
日
、
総

合
会
館
で
昭
和
六
一
年
最
後
の

第
四
回
老
人
大
学
を
盛
大
に
聞

き
ま
し
た
。

約
二
一O
O人
の
お
年
寄
り
が

参
加
し
、
午
前
中
は
、
厚
生
福

祉
課
の
大
原
保
健
婦
さ
ん
の

「
心
と
健
康
に
つ
い
て

」
と
題

し、

一
年
を
取

っ
て
も
、
心
に

ま
で
し
わ
を
作
ら
な
い
で
い
つ

も
若
々
し
く
健
康
で
」
と
講
演

が
あ
り
、
続
い
て
、
井
口
学
長

が
「
人
生
八
十
年
時
代
、
長
年

培

っ
て
き
た
知
識
や
技
能
を
更

に
磨
き
、
充
実
し
た
生
き
が
い

昭
寿
荘

『
ひ
な
ま

つ

上
河
東
保
育
園
で
は
、
三
月
四
目
、
町
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
l

ム
「
昭
寿
荘
」
を
慰
問
し
、
ひ
な
祭
り
会
を
聞

き
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
と
桃
の
節
句
を
祝
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
お
年
寄
り
を
い
た
わ
る
気
持
ち
を
は
ぐ

く
ん
で
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

乙
の
日
は
、
園
児
ら
二
十
八
名
が
訪
れ
、
会
場
と
な
っ

た
リ
ハ
ビ
リ
室
に
は
、
お
ひ
な
様
も
飾
ら
れ
、
所
狭
し
と

ば
か
り
に
、
「
う
れ
し
い
ひ
な
祭
り
」
「
春
が
き
た
」
「
さ

わ
が
し
天
使
」
「
小
人
の
家
の
お
客
様
」
な
ど
の
歌
や
遊

戯
が
披
露
さ
れ
、
お
年
寄
り
も
歌
に
合
わ
せ
口
ず
さ
み
な

が
ら
、
か
わ
い
ら
し
い
チ
ビ
ッ
子
の
演
技
に
大
喜
び
で
し
た
。

ζ

の
後
、
園
児
か
ら
お
年
寄
り
ひ
と
り
ひ
と
り
に
花
束

色
色
紙
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
が
贈
ら
れ
、
お
礼
に
ノ
ー
ト
と
鉛

筆
が
園
児
に
手
渡
さ
れ
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ひ
な
あ
ら
れ
を
食

べ
て
楽
し
く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

り
会
』

を
」
と
講
話
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
各

地
区
ど
と
に
舞
踊
、
詩
吟
、
手
品
、
浪

花
節
、
民
謡
な
ど
自
ら
マ
イ
ク
を
握

っ

た
り
、
舞
台
で
得
意
の
踊
り
を
披
露
し

た
り
、
歓
声
と
拍
手
で

一
杯
で
し
た
。

ま
た
、
温
泉
も
乙
の
日
は

一
時
間
延

長
し
て
、
無
料
開
放
さ
れ
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

企年期の入った大学生の

歓声と笑いのうず……

。。議品二ふ事態J

A.園児の遊戯にお年寄りの顔も自然になごやかに

なりました (老人ホーム昭寿荘にて)
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ゑ
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な物度 1
つ質以 i
て を上ゑ
い有の彦
ます温 1
す る 度 五
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のた努
」は 1

と
い定ゑ
うめタ
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とれ
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さ い 盤 出 く 囲 熱 ? 層 供 町 る 下 盆 て るれす
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甲府金地沖積砂磯層(1万年>)

甲府盆地上部泥砂磯層(1 .-...20万年)

八ヶ岳火山性岩層流層(20 --30万年)

甲府盆地中部泥砂磯層(20 --60万年)

黒富士火砕流層(60 --70万年〉

甲府盆地下部泥砂傑層 (60--170万年)

水ケ森火山性岩層流層 (170--190万年)

甲府盆地基底泥砂磯層(170 --200万年)

御坂層群・曙磯岩・花商岩類等

( 200 --2100万年)

大
月
短
期
大
学
教
授

田

中

U叉

.-" 

物
質
が
あ
万
一
定
量
以
上
分
析
の
結
果

あ
り
ま
す
と
温
泉
に
な
り
ま
す
。
溶
存

物
質
の
特
性
に
よ
っ
て
昔
は
、
食
塩
泉

と
か
、
重
曹
泉
と
か
呼
ん
で
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
、
ナ
ト
リ
ュ

l
ム
塩
化
物

泉
と
か
、
ナ
卜
リ
ュ

l
ム
炭
酸
水
素
塩

泉
と
い
う
よ
う
な
呼
び
名
を
使
っ
て
い

ま
す
。
一
応
定
義
的
に
は
、
「
地
中
か

ら
湧
出
す
る
温
泉
・
鉱
水
お
よ
び
水
蒸

気
そ
の
他
の
ガ
ス
(
炭
化
水
素
を
主
成

分
と
す
る
天
然
ガ
ス
を
除
く
)
で
二
十

、

わ-つ

ゑるグもな度ん温三かめは問地し用水もをら
Zかラ 、 り あ で泉十らて、題下てしを何温自昔 (-
?、ム溶まりい、四三い温が水もて鉱か泉然か い、国 側

ま の存すまま四度十ま泉あと、き泉味とにら ぼう を関
ゑた中し。すす十か四すにりど成まとが呼湧 下町一撃1
~はにてこの。二ら度 O 関ま乙分し呼あん出多 ん 邑ヨ
マ、千い十で昭度四未温すすでにたんつでしく|又K
Z特ミる五分和以十満度る 。区 し o で たいての
妥 別リ物度類温上こまで定現別まし浴りたく人
g k グ質未で泉を度で ーは 義在す し か用、しる々
1定ラが満はは高未が、と、るてし等臭、暖は
iめム水で高、温満、二分環かも、 lζ い冷か
ゑら以 ー あ温四泉ま低十類境と普温長がたい地
す れ上キつ泉十とで温五を庁い通度くあくお下

た あ ロ て に 四呼が泉度定でうのに利るて湯か

長
タZ 

s s w 、 NNE
地 i瓜

太

df会第 、 差 出 a 
yql堤りI 石 市 -44h
2 マ彩蕩亨叉悶ア夕方-:一
す 1ι 甲府盆地地下水湖 → l 

垂直 :水平 1 : 1 
4 
U g 

6 

P 

垂直:水平
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昭和町温泉
田宮町

断層

甲府盆地地下水湖構造概念図

( 1 985. 田中

ロ三ヨ
.[E二三|

~玉コ
E三二J

区二百
司王豆l

E二ヨ
匝亘H
Z亙百

亡Z

収)

女
診
療
の
う
け
方

健
康
手
帳
と
保
険
証
を
提
示

診
療
を
受
け
る
場
合
は
必
ず
、
「
健

康
手
帳
」
と
「
保
険
証
」
を
病
院
、
診

療
所
の
窓
口
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

乙
れ
は
、
健
康
手
帳
に
よ
っ
て
老
人

保
健
の
受
診
資
格
を
、
ま
た
保
険
証
に

よ
っ
て
ど
の
医
療
保
険
の
加
入
者
で
あ

る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
す
。
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茂木優奈ちわん
(西条二区)

5 61. 10. 19生

わ

V
L
t
 

h

p

(

父

)

茂

木

優

(

母

)

明

美

い
つ
で
も
、
男
の
子
K
間
違
え
ら
れ
る
う
ち
の
長
女
、
優

奈
で
す
。
と
て
も
愛
想
が
い
い
ん
で
す
よ
。
誰
を
見
て
も
ニ

コ
ニ
コ
顔
な
ん
で
す
よ
。
ヨ
ロ
シ
ク
グ

つ

植松 朔くん
(上河東ニ区)

561. 8. 31生

よし報広

、EE
J

4

・・E
〆
E

目、

• 

設
定
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
な

の
で
大
変
便
利
で
す
。
テ

ィ
l
シ
'ヨ
ッ
ト
の
第

一
打

か
ら
阿
る
コ
ー
ス
の
目
標

標
を
た
て
、

一
打

一
打
を

真
剣
に
プ
レ
ー
し
、

一宣口

一
憂
し
な
が
ら
各
ホ
ー
ル

ご
と
に
メ
ン
バ
ー
と
談
笑

し
な
が
ら
行
う
、グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
は

1

日
頃
の
ス
ト

レ
ス
解
消
と
明
日
へ
の
活

力
源
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、

ま
た
、
税
交
も
多

い
に
深

め
ら
れ
、
本
当
に
楽
し
い

ス
ポ
ー
ツ
・で
す
。

ま
た
、
昭
和
町
全
体
で
も
年

一
回
地

区
対
抗
の
グ
ラ
ン
ド
ぃコ
ル
フ
大
会
が
開

催
さ
れ
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
お
り
ず

す
が
、
ま
だ
日
が
浅
い
た
め
に
そ
の
人

口
も
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド

c

コ
ル
フ
の
す
ば
ら
し
さ
を
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
理
解
し
て
頂
き
、

一
人
で
も
多
く
の
皆
様
が
ス
テ

ィ
ッ

久

を
持

っ
て
、
共
に
プ
レ
ー
で
き
、
交
流

が
深
め
ら
れ
、
普
及
さ
れ
る
乙
と
を
お

願
い
し
ま
す
。

mv
は
つ
。
ひ
い
た
い
む
。

洋さん(44才)

「ストレス解消とふれあい
の輪を・.....J 

上河東、長倉

タ
ロ
ヨ
シ
M
P
ゴ
ル
?
を
羽
田
グ

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
初
め
て
の
人

で
も
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

l
ホ

ー
ル
回
る
だ
け
で
す
ぐ
に
溶
け
込
め
て

気
軽
に
出
来
る
楽
し
い
ヌ
ポ
l

ツ
で
す
。

私
も
、
上
河
東
、グ
ラ
ン
ド

a

ゴ
ル
フ
部
に

所
属
し
、
約
一
年
三
か
月
に
な
り
ま
す

が
、
昭
和
六
十
年
十
二
月
発
足
以
来
、

男
子
二
七
名
、
女
子
八
名
で
、
区
の
体

育
指
導
員
の
熱
心
な
指
導

の
も
と
に
皆

さ
ん
と
い

っ
し

ょ
に
プ
レ
ー
じ
て
い
ま

す
。
場
所
も
広
い
グ
ラ
ン
ド
か
ら
狭
い

家
庭
の
庭
で
も
、
そ
の
場
前
花
合
せ
て

本成年者の契約

-

満
二
十
才
未
満
の
人
が
契
約
す
る
場
合
、
原

則
と
し
て
法
定
代
理
人

(両
親
ま
た
は
ζ

れ
に

代
わ
る
人
)
の
同
意
が
な
い
と
成
立
し
ま
せ
ん
。

し
た
が

っ
て
未
成
年
者
の
し
た
法
律
行
為
は
取

り
消
さ
れ
る
乙
と
に
は

っ
て
い
ま
す
が
、
次
の

場
合
は
取
消
す
乙
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
結
婚
し

て
い
る
人
、
小
遣
い
程
度
の
金
額
の
売
買
契
約
、

未
成
年
者
自
ら
が
年
齢
を
偽

っ
た
と
き
。

，
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医

大

病

院

か

ら

健

康

メ

モ

女
健
康
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

山
梨
医
科
大
学
業
務
部
医
事
課

情
報
処
理
係
長

わ

山
梨
医
大
附
属
病
院
で
は
、
昭
和
五

十
八
年
の
開
設
時
か
ら
、
第

I
期
病
院

シ
ス
テ
ム
と
し
て
富
士
通
の
汎
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し
、
患
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
よ
り
良
い
診
療
を
目
指
し
、

医
事
会
計
、
給
食
、
検
査
、
薬
剤
、
放

射
線
、
手
術
、
材
料
、
カ
ル
テ
管
理
、

病
歴
管
理
の
九
業
務
に
つ
い
て
電
算
化

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

以
下
に
乙
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
概
略

に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

患
者
さ
ん
が
初
め
て
受
付
け
さ
れ
ま

す
と
、
自
動
的

ι
I
D
番
号
(
患
者
管

理
番
号
)
が
決
め
ら
れ
、
カ
ル
テ
が
作

成
さ
れ
、
受
診
科
に
送
ら
れ
ま
す
。

以
後
乙
の

I
D
番
号
に
よ
り
、
受
付

け
、
料
金
計
算
、
入
退
院
業
務
が
行
わ

れ
ま
す
。

検
査
部
で
は
、
各
種
検
査
機
器
が
オ

ン
ラ
イ
ン
接
続
さ
れ
、
デ
ー
タ
の
収
集

が
行
わ
れ
、
薬
剤
部
で
は
、
薬
袋
印
刷
、

薬
品
管
理
、
給
食
係
で
は
入
院
者
さ
ん

の
給
食
管
理
、
放
射
線
部
、
手
術
部
で

は
各
種
台
帳
管
理
、
材
料
部
で
は
在
庫

管
理
等
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
病
棟
に
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に

よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
構
築

さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
端
末
を
使
用
し
て
医

-つよし報広( 9 )昭和 62年 5月 1日発行

志

津

田

嘉

康

師
が
患
者
さ
ん
の
検
査
結
果
等
を
即
座

に
参
照
す
る
乙
と
が
出
来
ま
す
。
勿
論
、

機
密
保
護
に
つ
い
て
は
オ
ペ
レ
ー
タ
コ

ー
ド
、
パ
ス
ワ
ー
ド
(
暗
証
番
号
)
等

に
よ
る
、
利
用
者
の
資
格
チ
ェ
ッ
ク
を

厳
し
く
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
更
に
電
算
シ
ス
テ
ム
の
規
模

を
拡
張
し
、
よ
り
一
層
の
患
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
診
療
に
関
連
す
る
業
務
の

迅
速
化
、
効
率
化
が
可
能
と
な
る
よ
う

第
E
期
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
乙
と
が

検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

目将
来
は
、
各
家
庭
に
お
い
た

パ
ソ
コ
ン
と
病
院
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
電
話
等
を
通
じ
て
接
続
し
、
自
動
健

康
診
断
、
診
療
予
約
、
薬
の
問
い
合
わ

せ
、
栄
養
相
談
、
主
治
医
へ
の
病
状
報

告
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
対
話
し
な
が

ら
行
っ
た
り
、
腎
疾
患
、
糖
尿
病
等
の

継
続
的
な
医
学
的
管
理
を
必
要
と
す
る

患
者
に
対
し
、
家
庭
に
お
い
た
検
査
機

器
か
ら
、
病
院
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

デ
l

タ
を
送
信
し
、
定
期
的
に
主
治
医

か
ら
の
指
示
を
受
け
、
よ
り
き
め
の
乙

ま
か
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
病

院
シ
ス
テ
ム
が
実
現
し
、
皆
様
の
健
康

管
理
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

企
画
財
団
法
人

里
仁
会

⑧
⑤
⑤
⑨
 

県
計
量
検
定
所
で
は
、

三
年
に
一
回

の
「
は
か
り
」
の
定
期
検
査
を
左
記
日

程
で
実
施
し
ま
す
。

取
引
や
証
明
に
利
用
し
て
い
る
「
は

か
り
一
は
、
計
量
法
の
規
定
に
よ
り
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
検

査
を
受
け
な
い
「
は
か
り

7
ケ
」
商
取
引

な
ど
に
使
用
す
る
と
五
万
円
以
下
の
罰

金
K
処
せ
ら
れ
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

実
施
日
五
月
十
三
日

水

曜

日

場
所
①
中
央
公
民
館
講
堂
「
午
前
十

時
半
か
ら
正
午
ま
で
)

②
昭
和
農
協
西
条
支
所
(
午
後

一
時
か
ら
こ
時
半
ま
で
)

。
掛
金
わ
ず
か
五

O
O
円
で
見
舞
金
最

高
一

O
O
万
円

十
父
通
事
故
は
、
年
々
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
万
一
に
備
え
て
、
あ
な
た
も
交

通
災
害
共
済
陀
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
申
し
込
み
は
、
役
場
総
務
課
で

い
つ
で
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、

二
月
号
広
報
を
ど
覧
に

な
っ
て
下
さ
い
。

i第;
15 

:回ミ
3町 i
i民 i
コミ

~ Jレ3
3フ i
i大 i
i会 3

昭
和
町
体
協
ゴ
ル
フ
部
で
は
、
左
記

に
よ
り
春
季
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

5
月
幻
日
制
(
午
前
7
時
必
分

に
現
地
集
合
)
、
時
間
厳
守

会
場
昇
仙
峡
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
料
二
、

0
0
0円
(プ
レ
l
代

は
個
人
負
担
)

試
合
方
法
個
人
戦
、
団
体
戦
と
し
、

個
人
戦
は
新
ペ
リ
ア
方
式

申
込
締
切

5
月
日
日
幽
ま
で

申
込
み
・
問
合
せ
教
育
委
員
会
(
曾

市
ー
3
7
3
7
)
又
は
、
各
地
区
役

員
の
所
ま
で
、
参
加
料
二
、

0
0
0

円
を
添
~
ぇ
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

中
巨
摩
郡
陸
上
競
技

選
手
権
大
会

日
時
五
月
三
十

一
日

開
会
式
午
前
八
時

競
技
開
始
午
前
八
時
三
十
分

会
場
甲
府
市
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
(

陸
上
競
技
場
)

申
込
方
法
申
込
書
(
教
育
委
員
会
K

あ
り
ま
す
)
に
参
加
料
二
人
一
種

目
三
百
円
)
を
添
え
、
五
月
右
日
附

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

競
技
種
目
・
申
込
み
・
間
合
先

教
育
委
員
会
電
苅
1
3
7
3
7

関
一国
一『
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

閏一幽
一'愛
好
者
』
集
ま
れ
ノ

昭
和
体
協
押
原
ク
ラ
ブ
で
は
、
初
心

-
全
国
の
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
は
放
火

で
す

昭
和
五
九
年
は
、
七
、
六
八
八
件
(
十

二
務
)
、
六
十
年
は
、
八
、
三
八
七

件
(
十
四
溺
)
、
六
一
年
は
、
九

O

五
九
件
(
十
四
・
三
溺
)

-
甲
府
地
区
で
も
最
近
放
火
、
不
審
火

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

昭
和
六
一
年
全
火
災
件
数
二
二
三
件

中
、
放
火
六
件
(
四
・
五
妬
)
、
六

二
年

一
月
か
ら
三
月
ま
で
三
七
件
中
、

放
火
五
件
(
十
三

・
五
場
)

-
次
の
こ
と
を
注
意
し
て
放
火
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う

①
空
家
、
留
守
宅
の
戸
締
り
は
完
全

に
。
②
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。
③
隣
近
所
は
協

力
し
、
連
絡
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
(
放

火
に
は
放
火
の
疑
い
も
含
み
ま
す
)

甲
府
地
区
消
防
本
部

防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
資
格
を
/

受
付
期
間

5
月
日
日
開

1
お
日
開

※
詳
し
く
は
、
甲
府
地
区
消
防
本
部
予

防
課
(
曾
幻

4
8
4
1
)
ま
で
。
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開鰍保健衛生だより間的鰍

実施日 受付時間及び地区 ユ~ 当 児 場所
日 時 5月15日(金) 午後 1時---2時

日月 13日 午後 1常時西詰時附~
昭和61年 4月生まれ

場 所 総合会館

(水 I. .. ( 原永条3O0句地地地子分区区区~~ 〕) ) 

〆/ 7月生まれ
該当児 .1回目…昭和 61年 8月 1日~昭和 62年 l 

午後 1 r巾必口、メEコ〉、
月 31日までの出生児。

5月 間 1午後J 昭和61年10月生まれ 会館

(木 I. ~--( 昭和62年 1月生まれ
.2回目…昭和 61年 2月 1日~昭和 61年 7

月 31日までの出生児。

持ち物 母子手帳・筆記用具 -昭和61年 8月 l日以前に生まれた子で 4歳

以下の未投与者。

持ち物 母子手帳・問診票

日時 5月 9日(土)・ 23日(土)

午前 9時----11時 30分

場 所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行し可健康についての相談にお答えしていま

すのでお気軽にお出かけください。

5月 27日(水) 午後 1時----2時

総合会館

惨 I期...昭和59年9月 1日~昭和60年 2月28日

までの出生児o

~n 期... 1期 3回を完了して 1年から 1年 6か

月以内の者。

惨昭和58年 3月 1日~昭和59年 8月31日までの

出生児で未接種者。

持ち物 母子手帳・問診票

<注意事項>

時

所

児
当

日

場

該

O 前夜と当日の体温は必ずはかつてください。

。問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意してくださ

し、。

。接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1. 発熱しているもの、または著しい栄養障害者。

2. 心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかか っているもの。

3. はしか、 BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以

内のもの。

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起乙したもの。

日 時 5月 22日 (金)

午前 10時 20分---10時 25分

場 所 総合会館

※収集車が来るまでは飼主もいっし ょにいてください。

また、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋花入れてヒモで

しっかり封をしてください。

※追加投与…上記の実施日に投与できなかった幼児について

追加投与を 5月 29日(金〉午後 1時----1時30分

まで実施します。

<注意事項>

。体温は必ずはか つてください。

O 問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにして ください。

。投与を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は投与できません〉

1. 現在下痢をしている人、または発熱している人。

2. 年以内にけいれん、ひきつけを起乙した人。

3. はしか、 BCG接種を受けてから 1か月以内の人。

4. 3極混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

実施日

受付時間

場所

該 当 児

5月26日(火)

午後 1時----2時

総合会館

昭和 60年 9月 1日~昭和 60年 11月 30日まで

の出生児、及び前回未受診児。

母子手帳・ 1歳 6か月児健康質問票持ち物

実施日

受付時間

場所

該当児

5月28日(木)

午後 1時----1時30分

総合会館

昭和 61年 12月 1日~昭和 62年 3月 31日まで

の出生児。

母子手帳

昭和 61年 12月及び昭和 62年 1月出生児につ

いては検診後、神経芽細胞腫の検査方法の説明

と検査セ y 卜の配付を行いますので60円切手 l

枚または現金60円をど持参ください。

持ち.物

その他

実 施日 場 所 受 付時間

清水新居公会堂 9:00 --- 9:30 

5月17日(日)
西条二区第 1公会堂 9:45 --- 10:30 

総合会館 10:45 ---- 11 :30 

上河東公会堂 11:45 --- 12:30 I 

※なお、乙の犬の登録と狂犬病予防注射については、 4月

号広報をご覧になってください。
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こ
れ
だ
け
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知
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こ
う
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春
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を
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r
B
E
E
E

業
し
た

O

L
一
年

4a司
生

で

す

。

い

よ

い

よ
社
会
人
に
な
っ
た
こ
の
機
会
に
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
ち
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
種
類
が
多
く
、
何

を
選
ん
だ
ら
よ
い
か
迷
っ
て
い
ま
す
。

選
択
の
目
安
、
注
意
点
な
ど
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。
}

h
且

且

・

圃

世

は

ま

さ

に

力

a

・3
1
一
l
ド
時
代
。
ク
レ

』

4

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

種
類
だ
け
で
も
、
約
三
千
弱
、
発
行
枚

数
は
約
一
億
枚
に
達
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
初
め
て
カ
ー
ド
を
持
つ
方
が
迷

わ
れ
る
の
も
当
然
で
す
が
、
選
ぶ
目
安

の
ひ
と
つ
と
な
る
の
は
、
発
行
機
関
別

の
特
色
を
知
る
乙
と
で
す
。

わ-つよし報広(11)昭和 62年 5月 1日発行

，セ法
が
違
う

もは丸一

カ
ー
ド
の
種
類
を
発
行
機
関
別
に
み

る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
銀
行
系

l
銀
行
系
列
の
ク

レ
ジ
ッ

ト
会
社
が
発
行
す
る
カ

l
ド
で
、
加
盟

居
数
が
多
く
、
広
い
範
囲
に
使
え
る
。

②
信
販
系
|
信
販
会
社
が
発
行
す
る

カ
ー
ド
で
、
分
割
払
い
が
で
き
る
。

③
流
通
系
|
百
貨
庖
や
ス
ー
パ
ー
が

発
行
す
る
カ
ー
ド
で
、
系
列
販
売
屈
の

サ
ー
ビ
ス
や
特
典
が
受
け
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
メ
ー
カ
ー
系
ク
レ
ジ
ツ

ト
会
社
や
中
小
小
売

商
団
体
が
発
行
す
る

力
l
ド
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
複

数
の
カ
ー
ド
会
社
の
加
盟
屈
で
使
え
る
、

提
携
カ

l
F
の
発
行
も
増
え
て
い
ま
す
。

カ
ー
ド
は
種
類
に
よ
っ
て
、
い
く
つ

か
の
特
色
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

発行機関別の

特色を知ろう

[クレジットカード桂示l
た
と
え
ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利

用
代
金
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
も
、

翌
月
一
括
で
支
払
う
も
の
、
分
割
払
い

で
き
る
も
の
、
ボ
ー
ナ
ス

一
括
払
い
が

で
き
る
も
の
な
ど
、
カ
ー
ド
に
よ
っ
て

支
払
い
回
数
が
異
な
り
ま
す
か
ら
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
つ
際
に
は
、

乙
う
し
た
各
カ

l
ド
の
特
徴
を
よ
く
知

り
、
自
分
に
あ
っ
た
も
の
を
選
ぶ
乙
と

が
大
切
で
す
。

用
をづ

ち

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
打
出
の
小
槌

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
請
求
書
が
送
ら
れ

で
き
た
ら
、
利
用
し
た
金
額
と
請
求
額

が
違
っ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、

期
日
ま
で
に
支
払
い
ま
し
ょ
う
。
期
日
間

に
遅
れ
る
と
催
告
を
受
け
、
残
額
を
ま
国

と
め
て
返
済
し
た
り
、
カ

l
ド
が
使
え
固

な

く

な

る

乙

と

が

あ

り

ま

す

。

耳

サ
イ
ン
ひ
と
つ
で
買
物
や
食
事
が
で

向

き
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
、
大
変
便
四

利
で
す
が
、
手
持
ち
の
お
金
が
な
く
て
置

も
自
由
に
買
い
物
が
楽
し
め
る
た
め
、
国

つ
い
つ
い
衝
動
買
い
を
し
が
ち
で
す
。
却

返
済
の
額
を
考
え
、
収
入
に
見
合
っ
た

z

利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑨
あ
な
た
の
力

1
ド
に
は
保
険
が
つ
い

て
い
ま
す
か
。
必
ず
保
険
に
加
入
を
/

心
得
て

A
マ
イ
ホ
ー
ム
を

買
っ
た
と
き
は
?

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
と
き
、

一
定
の
要
件
を
満
た

L
た
場
合
に

は
、
新
築
で
も
中
古
で
も
三
年
間

に
わ
た
っ
て
「
住
宅
取
得
特
別
控

除
」
を
受
け
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

滋
従
来
の
「
住
宅
取
得
控
除
」
は

S
B
銀
行
な
ど
の
民
間
金
融
機
関
等
の

ド

住

宅

ロ

l
ン
に
し
か
適
用
さ
れ
ま

一
せ
ん
で
し
た
が
、
六
十
一
年
一
月

ナ
以
降
は
、
住
宅
金
融
公
庫
な
ど
の

ム
公
的
機
関
か
ら
の
住
宅
ロ

l
ン
に

口
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
乙
と
に
な

T
り
ま
し
た
。

γ
ノ
ま
た
、
そ
の
計
算
方
法
も
従
来

的
臥
と
は
大
幅
に
変
わ
り
大
変
有
利
に

茎
全
な
り
ま
し
た
。

「I
l

-

-

ラ」イつ
'イ
は
イ
ユ
短
夜

(
敬
称
略
)

不
動
な
さ
姿
に
立
ち
て
墾
長

幾
百
手
牟
を
ふ
く
よ
か
に
あ
り

今

津

五

忠

竹
の
骨
見
、
え
し
土
塀
の
ひ
さ
し
よ
り

枯
芋
来
れ
て
春
の
雨
降
る河

田

花
殺
の
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に
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却87 MAY= 皐月(さっき)

り

げ
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ば

ん

女

ひ

れ

乙

鳥

花

木

の

の

の

町

町

町

2 

(総合会館PM

6
一
ア

サー ビス

町ソフトボムル連盟リ ーグ戦

開会式(押小校庭)

小満

21 拍子働旬間(-

22 不用犬猫収集日(総合会館)

8 
世界赤十字デー 23 

母子手帳交付皮び一般健康相談日
(総合会館y
リハビリ教室(総合会館)

母子手帳交付及び一般健康相
談日(総合会館)
リハビリ教室(総合会館1

11 春J重量のh全国交通安1全 26 (-知日

12 11 27 

13 

14 

30 -・昼 布環描X1記境串L悶念美#、慌化m日在の口出日世

-国民健康産保税険税5月分納期限

15 -固定資 第 l期納期限

-県税自動車税納期限

20日
27日

/:コA ミはきまりを守って ¥、
¥ 出しましょう。/

1.必ず町指定の紙袋または荷札を使

1 て出してください。

2.収集袋、荷札lζは必ず住所、氏名

を記入してください。

3.収集日の当日午前 8時30分までに

出してくださし」

4.可燃物、不燃物の分別はしっかり

おζ なってください。

5.台所、のゴ、ミはよく水切りをして出

してください。

6.使用済み乾電池は収集場所K備え

付けの「使用済み乾電池l円l収缶」

へ入れてください。

U 西条地区

「西条
|清水新居
L西条新田

。押原地区

rf甲越
|河東中島
し紙漉阿原
O 常永地区

「築地新居
|飯喰

|河西
Lよ河東

26日、 29日

毎週 7日、 11日、 14日| 毎月

18日、 21日、 25日

毎月

第 3水曜日 第 4水曜日


